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1・ 研 究 の 目的
外 国 語 学 習 者 が第 二 言 語 を使 用 して会話 をす る際,語 彙,文 法 ・文 型 な
ど のいわ ゆ る 文 法 能力 が 十 分 で な いた め に,し ば しば会話 が途 切 れ た り,
話 渉含 わ ず ぎ くレ や くす る こ とが あ る・ だ が ・会 話 の 円滑 さは ・文 法 能 力
の習得 が進 め ぱ,よ り円 滑 に な る とは 一 概 に 言 え ず,外 国語 教 師 で あれ
ぱ,会 話 の円 滑 さが文 法 能 力 の習得 に正 比 例 す る もの で は な い こ と を経 験
的 こ知 って い る。 なぜ な ら,文 法 能 力 だ げで は言 語 活 動 は行 えず,そ こ に
は,会 話 を円 滑 に進 め るた め のそ の社 会 での ル ー ル や 習 慣,会 話技 術 な
ど,様 々 な能 力 渉必 要 に な っ て くるか らで ある。(Canale&3wain,1980)
それ らの能 力 の 中 で重 要 と され る もの の一 つ に,コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・
ス トラ テ ジ ー が ある。 この コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ス ト ラ テ ジ ー(以 下
CQmS)は,個 人 差 が大 き い も の と して,体 系 的 に研 究 され た こ とが少 な
く,第 二 言語 を習 得 す る経 過 の 中 で,ど の よ うに使 用 され,ま た ど の よ う
に炭用 状 況 が変 化 して い くか は余 り知 られ て い な い。 そ こで,肩 本 語学 校
で 学ぶ学 習 者 の,会 話 能 力 の欠 如 を補 うCQmS使 用 の状 況 を,縦 断 的 に目
研 究 ・分 析 す る こ と に よ り,ComSの 実 態 を解 く一 助 に した い。
本研 究 の 目的 は,次 の2点 で あ る。
(1)日 本 語 学 習 者 のComSの 慎 用 状 況(使 用 頻 度 ・種 類 ・使 用 状 況 の
変 化 ・使 用 パ タ ー ン)を 調査 ・分析 す る 。
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(2〉.ComSの 有 効性(CQmS使 用 の成 功 率 ・ComSの 使 用 と不 使 用
の関係 〉を探 る。
2.コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・ス トラ テ ジー の 定 義
ComSの 定 義 は,現 在 ま で に定 ま った もの は な く,様 々 な立 場 か ら,そ
の 定義 が され て き た 、CanaleandS宙ain(1980)で は,外 国 語 教 育 の 立 場
か ら,コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能 力 め育 成 をそ の 目標 ど し,コ ミニ ニ ケー シ ョ
ン能 力 を構 成 す る要 素 の一 つ に方略 的能 力(strategiccompetence)を 挙 げ
た 。 こ こで言 う方 略 的 能 力 とは,"言 語 能 力 が完 全 で な いた め に起 こ る コ
ミ ュニ ケ ー シ ョ ン上 の問 題 を切 ワ抜 け,何 とか 話 し手 の 目指 す 目標 に到 達
す るた め の ス トラ テ ジ ー'ン で ある。CanaleandSwa血 は セ こ の方 略 的 髭
力 は文 法 的 能力(GrammaticalCompeten6e〉,社 会 言 語 的 能 力(Socio-
1㎞guisticCompeteuce),談 話 的能 力(DiscourseCompetence)と 共 に,
コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 育成 のた め の大 き な柱 と して捉 え た。
一 方
,Tarone(1983)は1言 語活 動 の相 互 性 に 目 を向 け,ComSを,"二
人 の対 話者 が あ る意 味 構造 をお互 い に共 有 して い な い揚 合 に,あ る意 味 に
合 意 す るた め の相 互 的 な試 み で あ る"と して,ス トラ テ ジ ー を以 下 の よ う
に分 類 した。
A・ 言v・替 え(Paraphrase)1・ 近 似 語(ApProxima‡ion)
2.造 語(Wordcoinage)
3.回 り くど い言 い方(Circumlocation)
B.借 用(Borrow玉ng〉1,逐 語 訳(Literaltra皿slation)
2.母 語使 用(Languageswitch)
3.協 力 の要 請(Appealforassistance)
午.身 ぶ り(Mime)
C。 回 避(Avoidance)L話 題 回 避(Topic群oidance〉
2.発 話 の放 棄(Messageabandonment〉
続 い て,FaerchandKasper(1983)は,中 間言 語研 究 の一一範 疇 と して
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ComSを 捉 え ・ 言 語 伝 達 上 の 意 識 的 ・問 題 解 決 方 略 で あ る と した 。 ス ト ラ
テ ジ ー の 分 類 も,細 か く次 の よ う な 分 類 を行 っ て い る。目
A、 問 題 回避 の ス ト ラ テ ジ ー(Reduct三 〇aStrategies)
"問 題 回 避
、 伝 達 目標 の縮 小 の 方 略 。 言 語 目標 の一 部 を諦 め る こ と を含
む 。"
1.形 態 回 避 ス トラ テ ジ ー(Forma1ReductionStrategies)
2・ 機 能 回 避 ス ト ラ テ ジ ー(FunctionalReductionStrategies)
B,達 成 ス ト ラ テ ジ ー(Achievementstrategies)
"当 初 の 言 語 目標 を変 更 し な い こ と を決 め
,そ の た め の 不 十 分 な 手 段 を
補 っ た り,必 要 と さ れ る 項 目 を想 起 し よ う と す る 際 に用 い られ る ス ト ラ テ
ジ ー 。"
1・ 補 償 ヌ1ト ラ テ ジ ー(ComPensato「ySt「ategies)
a)非 協 調 ス ト ラ テ ジ ー(Non-cooperativeStrategies)
i)目 標 言 語 以 外 に 基 づ く(L1/L3・basedStyategies〉
6コ ー ド ・ス イ ッ チ ン グ(CodeSwitching〉
・ フ オ ー リ ナ イ ジ ィ ン グ(Foreign勧ng〉
。逐 語 訳(LiteralTranslahon)
ii)目 標 言 語 に 基 づ く(L2-basedStrategies)
●代 用(Substitution)
・言 い 替 え(Parap疑ase)
・新 造 語(WordCo1nage)
・再 構 成(耳estructu血9)
iii)非 言 語 ス トラ テ ジ ー(NQn一 王inguiSticStrategies)
b)協 調 ス ト ラ テ ジ ー(CooPerativeSt聡te9三es)
i)直 接 的 ス トラ テ ジ ー(DirectAppea1)
ii)間 接 的 ス ト ラ テ ジ ー(lndirectApPeal)
2、 項 目想 起 ス ト ラ テ ジ ー(Retrieva1Strategies)
a)待 機(Waiting)
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b〉 意 味 場 の使 用(Us呈ngSemanticField)
c)他 言 語使 用(UsingOtberLanguages)
1990年 代 には い る と,そ れ まで のComSに つ いて,Bialystok〔1990)
は,問 題 性(problematicity),意 識 的(consciousness),意 図 的(intention-
ality)と い う3点 で共 通 して い る と し,そ の適 切 性 に疑 問 を投 げ か け て い
る。Bialyst磁 は,ComSを 第 二言 語 使 用 の際 だ け に起 こ る もの で は な く,
第 一 言 語 を含 む,一 般 的 な 認 知 ス トラ テ ジ ー と して捉 え よ う と した 。
また,Oxford(1990)は,ComSを,学 習 ス トラ テ ジ ー(1eamingstrate-
gy)の 中の 一 つ と して捉 え,学 習 ス トラ テ ジ ー は,学 習 者 に内在 す る要 因
の中 の一 つ で あ り,知 識 の獲 得,蓄 積,想 起,情 報 の使 用 を助 け るた め に
学 習 者 が使 う様 々 な操 作 で あ る と定 義 して,次 の6種 に分 類 して い る。
1・記 億 ス トラテ ジ ー(memorystrategy)
2・ 認 知 ス トラテ ジ ー(cognitivestrategy)
3、 補 償 ス トラテ ジ ー(comPeasationst「ategy)
生 メ タ認 知 ス トラテ ジ ー(meしac・gnitivestra七egy)
5,情 意 ス トラ テ ジ ー(a仔ecしivestrategy)
6.社 会 的 ス トラ テ ジ ー(socialst「ategy)
ComSは,こ の中 の補 償 ス トラテ ジ ー に 当た り,"学 習 者 が外 国 語 を理 解
した り,発 話 した りす る際 にコ 足 りな い 知識 を 補 うた め に 使 う もの で あ
る"と 定 義 して い る。
こ の よ う に,ComSに つ いて は,問 題 解決 とい う限 られ た 場 面 で の 方略
か ら,言 語 学 習 また は認 知 と い う大 き な枠 組 み の 中 で捉 え た 広 い意味 で の
ス トラテ ジー ま で様 々 な定義 が され て い る。 だ が,そ れ らは,言 語 活 動 の
中 で,多 くは何 らか の困 難 に遭 遇 した 揚 合 に,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を続 け
るた め に と る方 略 を含 ん で い る とい う点 で は共 通 して い る 。 さ らに,コ ミ
ュニ ケ ー シ ョン を円 滑 に 継 続 させ るた め とい う 現 実 的 な 必 要 性 の上 で は,
第 一 言 語 ・第 二 言 語 に関 わ らず,ま た,意 識 的 ・無 意 識 的 に 関 わ らず 言 語
能 力 に欠 か せ な い も の と言 え る。 また,そ の言 語 活 動 が,会 話 とい う形 で
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な され る揚合 は,使 用 した ス トラ テ ジ ー が相 手 に理 解 され る か否 か に よ っ
て,そ の 有効 性 溺影 響 を受 け るの で ある か ら,相 互 的 交 渉 的 で あ 導 こ と は
否 定 で きな い と考 え られ る。
そ こで,本 研 究 で は,`∈ 学 習 者 が,会 話 を進 め て い く上 で,語 彙 ・文 法
等 の 知 識 不足 に よ 勢,理 解 ・産 出 に 困難 を感 じた場 合,会 話 を維 持 す るた
めに とる方 略"目 をComS目 と して捉 え研 究 を進 め て い く。
3.調 査 方 法
対象 者1目 本 語 学 校 で学 ぶ 全 くの初 心 者4名(プ レー ス メ ン ト0～5点 〉
名前 性 別 年 齢 国 籍










全 員1994年4月 に 学 習 を 開 始 した 大 学 ・大 学 院 進 学 希 望 者 で,学 校 で の
日本 語 学習 時 間 は,ChとShが 週30時 問,CaとHは 日本 語 学 習25
時 間+日 本 語 によ る基 礎 科 目学 習5時 問 で あ る。 使 用 教 材 は全 期 問 を通 し
て 尋名 同 じ もの で,7月 ま で は全 員 同 じ ク ラ ス で学 習 して いた 、ComSに
つい て の教 育 は,言 語 教 育 の 中 で特 に行 っ て は い な い。
調査 期 問:9ケ 月 間目(1994年4月 一94年12月)研 究 資料 の収 集 は,学 習
開始 約100時 間 目か ら,学 習 時 間 約200時 間 ご と3回(4月 ・7月 ・12月
と,夏 休 み 後(10月)の1回,計4回 行 った 。
調査 方 法=面 接 に よ るイ ン タ ビュー テ ス ト(ACTFLOPIテ ス トの方 法
を利 用)。 約30分 の 自然 な対 話 の 中 で,1回 以外 は,イ ン タ ピ ュー の中 で
ロー ル プ レイ も行 い,会 話 め イ ニ シ ア チ ィ ブ を とる機 会 を あた えた 。 イ ン
タビ ュー で取 り上 げ る話 題 は基 本 的 に4名 同 じ もの で あ り,主 な話題 は,
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1回: .自己 紹 介,家 族,趣 味,'家 の説 明 な ど
2回:..将 来 の進 路,日 本 と母 国 との 違 い,母 国 料 理 の作 り方,教 師 を学
生パ ー テ ィー に誘 う(ロ ー ル プ レィ)な ど
3回:夏 休 み の過 ご し方,新 しい ク ラ ス の様 子,最 近 の ニ ュ ー ス,・電 車
に忘 れ 物 をす る(ロ ー ルプ レイ)な ど
4回=母 国 で の正 月 の過 ご.し方,目 最 近 見 た テ レビ ・・映 画 の内 容,新 聞
』記 者 に な っ てイ ン タ ビュー す る(・ 一ル プ レイ)な ど で あ る。.、
本 研 究 で は,こ れ らのイ ン タ ビュー の録 音 テ ー プ とそ れ を文 字 化 した も
の に基 づ いて,研 究 ・分析 して い く。
4・.分 析 項 目
1.分 類 したCQmSの 使 用 状 況 と使 用 の特 徴 を分 析 す る。
2・ 使 用 され たComSが どの 軽度 の割 合 で そ の 目的 を呆 た した か にっ い
て,使 用 の成 功 率 を も とめ る6
3.ComSの 不 使 用 の現 れ と思 われ る沈 黙 に つ い て,沈 黙 の出 現 状 況 を観
察 し,ComS使 用 の有 効 性 との関 係 を分析 す る。
会 話 を進 め て い く上 で,知 識 不足 か ら起 こ る困 難 に遭 遇 し,使 用 す る と
考 え られ るComSは,
A,発 話 の た め のComS:自 ら、が発 話 す る際 に,会 話 能 力 の欠 如 を補
うた め に必 要 とな るComS
B.理 解 の た めのComS=租 手 の話 す 語 彙 ・文 法 な どが理 解 で き な い
場 合 に使 用 す るComS
が ある。 また,そ の下 位 分類 と して,語 彙 の不 足 を補 うた め のComS(語
レベ ル〉と文 法 ・文 構 成 な どの 知識 不 足 を 補 うた め のComS(文 レベ ル)
に分 け られ るが,理 解 のた めのComSの 揚 合,語 彙 が理 解 で き な い の か,
文 型 ・文 法 が理 解 で きな いの か の判 断 は産 出 され た 発 話 か らだ け で は判 定
し に くい こ とか ら,下 位 分 類 は行 わ な い こ と にす る。
CQmSの 種 類 は,FaerqhandKasperの 分 類 を参 考 に した が,こ れ ら
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のComSを 選んだ基準は,発 話1こ表れた部分からComS使 用 であると
客観的 に判断できるものに絞 弘 問題回避ス トラテジーのような発話 した
本入にしか判断 できないComSは 除いている。
5.コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・ス トラ テ ジー の使 用 状 況
(1〉 肇話 のた め の語 レベ ル のComS使 用 状 況
発 話 の た め の語 レペ ル のComSの 使 用 回数 は,下 表 の通 りで あ る。
続 いて,そ れ ぞ れ の ス トラテ ジ ー の使 用 例 と使 用 の特 徴 を 以 下 に 挙 げ
るo
以 下,下 線 部分 が該 当 の ス トラテ ジ ー使 用 箇 所 で あ 勢。 各 発 話 の前 に
記 された数 値 ・文字 は,「 イ ン タビ ュ ー回 一発 話者 一タ ー ン番 号 」 で,T
はイ ンタ ビュ ア ー を示 す 。
1〉 母 語使 用(発 話 者 の母 語 また は第3言 語使 用)
1-H-54=赤 羽 か ら大久 保 駅 ま で,電 車,電 車 で,乗 り,乗 りま す。


































言い換 え 10(O,0,1,9) 4(0,2,2,0) 22(0,7,10,5) 2(0,目0,0,2) 38(0,9,13,16)
新 造 語 0(0,0,0,0) 3(i,0,1,1) 1(0,1,D,0) 2(1,0,1,0) 6(24レ2,1)
逐 語 訳 1(0,0,0,1) O(0,0,0,0) 0(0,0,0,0) 1(0,1PO,0) 2(0,1,0,1)
直接 アピ 6(3,0,2,1) 1(o,1,D,o) 8(0,3,1,4) 0(0,0,0,0〉 15(3,4,3,5)

















大 久 保 駅 か ら学校 ま で,あ,walk.あ 一:
歩 き ます ～
歩 き ます 。
母 語 演 用 は,多 く使 われ るComSの 一 つ で あ り・第1回 のイ ン タ ビ ュ ー
か ら多 く使 用 され て い る。 そ の使 用 回 数 は,2・3回 で 徐 々 に減 少 す る が,
4回 に は 再 び増 え1回 と同 じ程 度 に 使 用 され て い る こ とボ 分 か る,但 し,
注 目 され る こ とは,使 用 に関 して個 人 差 が激 しい こ とで あ り,Hは ヰ回 を
通 して2度 の使 用 しか な い の に対 し,Caは 紹 の使 用 が あ った 。各 学 習 者
で,各 回,使 用頻 度 が あ る程 度一定 して い る。
2)代 用(匿 知 の語 を別 の揚 合 に代 用 す る も の)
2-T-25;う ん,今,車 を運転 しま.すか 。
2-Sh-25;家,あ の,わ た しの車 の,カ ー ド,日 本 出 来 ませ ん。(ア
ー)中 国 出来 ま す。 日本 の出来 ませ ん。
2-T-48=で も ・ ど う や っ て作 り ま す か 。
2-Sh-48:あ の,あ の 一 と 一,や さ し い で す 。(う ん 〉あ の ・ 電 気 ・箪
気 ス タ ン ドの 上 に,魚,醤 油 醤 油,おr中 国 の ・ 中 国 の ・
あ の ス ー プ 。
上 記 の 例 は,そ れ ぞ れ 「車 の免 許 証 」,「電 気 こん ろ」 の代 用 例 で あ り,
語 彙 め過 剰 一般 化 に よ るス トラ テ ジ ー と言 え る。 代 用 は ・最 も多 く使 用 さ
れ たComSで あ る。 使 用 頻 度 に個 人 差 は あま りな く,2回 で の岐 用 が極
端 に多 く,1・3回 で の使 用 が 共通 して 非 常 に 少 な か った 。 そ の理 由 と し
て,1回 につ いて は,代 用 す る語彙 の不 足 が考 え られ る。
3〉 言い替え(説 明 した り例を挙 げた りして必要な語の代わ りとするも
の)
2-Ch拍:大 学院の先生,学 校 で相談。目本大学 じゅだ い芸術 学部
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は,30Q入,ん 一,げ ん し よ が あ り ま す 。
2-T-7=ん,を デ!し し よ ン
Z-C気一7:げ ん し よ う。(げ ん し よ)げ ん し よ う。 げ ん し よ う.
2-T-8;げ ん し ょ う は 何 で す か ～
2-Ch』8=げ ん し ょ う は,あ の先 生 。 私 は,んrあ の あ の 大 学 入 り
目'た い 。 紙 を き,か,書 いた 。 ど うぞ,の 。
2-T-9=目 あ あ,願 書 。
言 い替 え.は3番 目に多 く使 われ たCGmSで,特 徴 と して,回 を追 う毎
に使 用 頻 度 が増 加 レて い る こ と が挙 げ られ る。 あ る語 彙 を説 明 す るた め に
は,あ る程 度 の語彙 ・文法 能 力 が必 要 で あ るか らだ と推 測 され,学 習 が進
んで い る こ との証 明 と も言 え よ う。
言 い替 え も個 人差 の激 しいComSで あ り,女 性 のCa,Chは10以 上
の使 用 が あ った が,男 性 のH,S赴 は2-4の 使 用 と非 常 に少 な か った 。
尋)新 造 語(既 知 の語 か ら必 要 な語 を作 り出 す もの)
3-T-81:9目 寺半 頃,(は い)え っ と,電 車 の ξの あた りに忘 れ ま した
か。
銑耳 一81=一 番 餌`番 ・一 番 前 の 電 車 に・=あ の 一プ す わ り席 の・
新造語は非常に使用が少なく,千 回を通 して6の 使用例 しかなかった。
特に目享 つた特徴 は見 られない。
5)逐 藷 訳(発 話 者 の母 語 をそ のま ま翻 訳 した もの)
4-T-69=・ 回 りませ ん ～(は い)え っ と,回 して も回Pま せ ん ヨ
ヰーCa-69:ま わ,回 し,rし て夕 した。 しか し,あ の,熱 い の水 が で ま
せ ん σ
4-T-70:あ,そ うで す か。
この例 は,英 語 の"hotwater"を そ の ま ま 日本 語 に訳 した もの と思 わ
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れ る。 逐語 訳 は,使 用 がほ とん ど見 られ ず ・2例 しか な か った 。
6)直 接 的 ア ピー ル(直 接 的言 語 表 現 を用 い て 聞 き手 の助 け を 求 める も
の)
2-T-53=醤 油 と砂 糖 と∋
2-Ch-53:砂 糖 と,う ち ょ,う ち ょ う。 中 国語 は う ち よ.日 本 語 は ～
2-T-54=う ん,ど ん な物 です か 。
3-Ca-24=最 近,あ の,野 球(野 球 ～),Giantsが よか った 。 そ っ て。
3-T-25:ジ ャィ ァ ンッ が ～
3-Ca-25=Giantsがx×,こ れ,忘 れ ま した,こ れ 。 も し,あ 一 ジ
ャイ ア ン は,
3-T-26=ジ ャィ ァ ンッ は ど う しま した か ～
3-Ca-26=わ か らない,こ れ ・ これ 。
上 記 の例 の よ う に,「 わ か りませ ん」 「何 で す か 」 な ど と問 う もの が多 か
った 。使 用 頻 度 は全 体 を還 し て15で あ り,そ れ ほ ど多 くな い 。直 接 的 ア ピ
ー ル は,慎 用 の簡 単 なComSで あ る と考 え られ や す い が,自 分 び発話 す
る際 のComSと して使 用 す る には,分 か らな い語 彙 を ど う表 現 して質 問
す る か と い う問 題 瀞 あ り,決 して使 用 が簡 単 では な い こ と が 分 か る。 ま
た,個 人 差 も あ り目,男性 のH,Shは ほ と ん ど使 用 して い な い。
7〉 問接 的 ア ピール(イ ン トネ ー シ ョン等 で 聞 き手 の助 け が 必 要 で あ る
こ とを示 す もの〉
2-Ca-69:は い。 豆 腐 も ソース も・入 ります 。 入 れ ます 。 あ一入 れ ま
す 。 そ して,ガ ス を,あ 一,po}わ か らな い。入 れ ます 。 わ
か らな い。入 れ ます。 そ して,そ して火 を,あ 一 火 を・
2-T-70;あ ・ 火 を点 け ま紫
2-Cε し一70=は レ、。
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間接 的 ア ピール は,例 の よ うに あ る フ レー ズ また は途 中 まで の文 を繰P
返 す こ と によ り,相 手 に助 け を訴 え る もの が多 か った 。使 用 頻 度 ・状 況 は
直接 的 ア ピール とほ ぽ 同 じで,や は り・ 男 性 学 習 者 の使 用 は ほ とん どな か
った 。
(2〉 発 話 のた め の文 レベ ル のス トラテ ジ ー使 用状 況





































文 レペ ル のComS使 用 は,譜 レペ ル のComSに 比 べ て使 用 が全 般 的
に少ない・4回 に一番多 く使用 されてお り・昂る程度学習 が進んだ方が使
用 しや す いComSと 言 えそ うで あ る。 各ComSの 使 用例 とそ の使 用 特
徴 は,下 記 の通 りで あ る。
1〉 母 語 使 用(母 語 ま た は 第3言 語 の 文 や 句 を使 用 す る 。)
1-T-46=え っ,ピ ァ ノ も 弾 け ま す か 。
1-Sh-46;notverygood.え え 一 。notverygood.
1-T-47=サ ッ ク ス は上 手 で す か 。
1-Sh-47=But,bestisC血inese笙 。
文 レベ ル の母 語使 用 は,こ の例 を含 め て2例 だ け で,い ず れ もShの 使
用 で あ った 。
2)文 法 代 用(母 語 ま た は 第3言 語 の 文 法 を 一 部 代 用 し て,文 を構 成 す
る)
1-Ca-60=NQ,no,no.Not毎 日。 あ 一,ん 一=毎 日0.K」
一 、84一
4-T-19:で も,広 い お うちは寒 い です よね 。
牛Ca49寒 くな い。 あ 一,暑 い,暑 くな い と,寒 くな い。 私 の部 屋
は,あ 一海 の近 くで,そ れ で,寒 くな い。
文 法 代 用 は,Caの み が多 く用 いた ス トラテ ジ ー で,英 語 の文 法 を借 用
して い る。特 に4回 では,動 詞 と動 詞 ま た は形 容 詞 と形 容 詞 を接 続 す る表
現 と して,"and"に 対 応 して いる 「と」 を多用 して い る.他 の学 習者 の
使 用 は ほ と ん ど な く,ま た,こ う した 動 詞 や形 容 詞 の接 続 ・並 列 表 現 は既
に学 習 して い る こ とか ら,こ の 「と」 使 用 は,Caの パ ター ン化 した誤 用
に な っ て い る と考 え られ る。
3)再 構 成(当 初,考 え て い た文 法 ・文 型 が作 れ な い た め に,途 中 で他
の文 法 ・文 型 に変 え て,文 を構 成 し直 す こ とで 文 を完 成 す る〉
千Ca-6千;は い,あ 一,私 はい つ,い つ が これ,切 符 が,あ,あ なた
に,あ 一 これ,私 に くれ ます かo
3-T-90:じ ゃ,一 応 調 べ てみ ます け ど,分 か った ら,ど ち らに ご連
絡 した らい い で す か。
3-H-90=ち ょっ と私 の電 話 を か け て,あ 一,も しあ っ た ら,電 話 を
して下 さい。
上 の例 は,「 私 は いつ,あ な た に(も らえ ます か)」 と言 い初 め て,(も らえ
ます か)に つ ま り,「私 に くれ ます か」 の文 型 に変 更 して い る 。下 の例 で も,
「私 の{に}電 話 を か け て(も らえ ませ ん か)」 と言 い か けて
,「 電 話 を して
下 さい」 に言 い直 して い る。 この よ うに,「Aさ ん に解 も らう」 を 「私 に
～ くれ る」 に
,ま た,そ の他 の例 と して,「Aさ ん は,私 に 一 て も らい た
い」 を「Aさ ん は,～ が ほ しい 」 に文 型 を再 構 成 した 例 が多 か っ た 。 これ
らの例 か ら,学 習 者 に とっ て は 「くれ る」 「ほ しい」 よ り 「も ら う」 を使
った表 現 が よ り困 難 で あ る こ とび分 か る。
一85一
また,再 構 、戎 を使 用 した の は,CaとHが ほ とん どで あ り,1回 で の使
用 は な く,や はP言 語 レベ ル の高 さ を示 すComSで ある と言 え る。
(3)理 解 のた めの ス トラ テ ジ ー使 用状 況
相 手 の発話 中 の 語 彙 や 文 法 が 理 解 で き な い と き に使 用 す るComSで,
使 用 され たComSは,直 接 的 ア ピール と聞接 ア ピール のみ で あ った 。 使
庸回 数 は以 下 の通 りで あ る。1回 の使 用 例 数 が,全 使 用 数 の6割 を越 え て
お り,初 級 者 に使 いや す い ス トラテ ジ ー だ と考 え られ る。






















1)直 接 的 ア ピール(意 昧 を知 らな い語 彙 ・内 容 につ い て,分 か らな い ・
知 らな い こ と を伝 え た り,意 味 が何 か を問 う〉
1-T-92=あ あ学 生 寮 に い ま す か 。 そ うで す か。 学 生 寮 は 静 か で す
かq
1-Ch-92:静 か,静 か 。静 か 。What's静 か ～
1-T-65;姦 あ そ う 。 え っ と ・ じ ゃ ・ 今 ど こ に住 ん で い ま す か 。
1-C3-65=ど こ シ あ 一,す み ま せ ん 。 も う一 度 くだ さ い 。
1-T-66;ど こ に峯主 〃 で い ま す か 。
1-Ca-66=す ん で い ま す.わ か ら な い 。
1回 に上 の例 の よ うな 母 語 を使 った ア ピー ル が11例 見 られ た が,2回 以
降 に は な か った 。 全47例 の うち26例 は1回 に使 用 され てお り,.2回 以 降
は少 な くな って い るo
使 用 に個 人 差 が あ り,女 性 のCa,Chで47例 中 の7割 を占 めて い る。
一 方 ,男 性 のH,Shは,2回 以 降 は ほ とん ど使 用 が見 られ な い。
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2)間 接 的 ア ピー ル(意 味 の わか らな い語 彙 ・.内容 につ い て,そ の部 分
の繰 り返 しまた は1語 末 のイ ン トネ ー シ ョ ン に よ って,問 接 的 に意
味 の説 明 を要 求 す る)
1-T-57:あ あそ うです か。好 き な色 は 何 で す 期 。好 きな色 。
1-H-57:色 。 色 は,色 は。
1-T-89=じ ゃ あ ンShさ ん は.目 目 本 語 を 話 し ま す ～
1-Sh-89=話 し ま す ～
1-T-90:ん 一,日 本 藷 を言 い ま す か ～
間 接 的 ア ヒ。一ル は,直 接 的 ア ピール よ りや や 多 く用 い られ1そ の7割 は,
や は り1回 に集 中 して使 用 され て い る。
使 用 の状 況 に,個 入 差 は ほ とん ど見 られ な いo
6.コ ミ ュニ ヶ 一 シ ョン ・ス トラテ ジー の 成 功 率
ComS使 用 の成 功 率 を知 るた め,・ComSを 使 用 した に もか か わ らず ・相
手 がそ の使 用 目的 を理 解 で きず,不 自然 な会 話 の とぎれ が生 じた り,全 く
違 う会話 の流 れ に な った場 合 の例 数 と全ComS使 用 に対 す る失敗 の割 合
を求 め た 。
失 敗 例 は,発 話 の た め の語 レベ ル のComS使 用 で のみ 見 られ ・ そ の例
数 は全 語 レベ ル のComS使 用234例 中19例(8・1%〉 と非 常 に少 な い 。 っ
ま り,ComS使 用 の不 成 功 率 は8%,成 功 率 は92%と 言 う こ と に な り,
ComS使 用 の成 功率 は非 常 に高 い。また,発 話 のた め の文 レペ ル のCo皿S
使 用 ・理 解 のた めのComS使 用 で は,100%ComS使 用 の 目的 を果 た し
て い る こ とに な る。
失敗 例 に個 人差 はそ れ ほ どな い が,代 用 ・言 い替 え にや や多 く生 じ る こ
と が分 か った 。ComS使 用 の失敗 例 と して は,次 の よ うな もの が あ る。
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ComS使 用失敗 の例数 は以下 の通 りである。
語 レベル
母 語 使 用
代 用

















































ど の,ど ん な マ ン シ ョ ンです かo
私 の部 屋 は2階 です 。
うん,そ して ～
いか い{1階}は オ ー トバ イ の,売 り場 。
ん2
売 り場 。
ど こ ～2階 が で す か。
私 の 部屋,2階 。 い か い{1階}は オ ー トバ イ の売 り湯 。
オ ー トパ イ の売 り場 ～
3-Ca-66=私 のか ばん が忘 れ ま した 。 そ れ で,あ な た が,私 の か ば ん
が,み え,見 え まナ か 。
3-T-67:あ,す い ませ ん。 あ,わ かPま せ ん 。
3-Ca-67:わ か りませ ん ～
3-T-683私 は み え,見 え ませ ん ～ え,電 車 に ～
上 の例 は,「 店 舗 」 また はr店 」 と い う語彙 の代 用 と してr売 り揚 』 を使
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った 例 で あ る が,Tは そ の意 味 が分 か らず,何 回 も閣 き返 し,Hは 「売
り揚 」 を繰 り返 す のみ で,同 じよ うな問 答 の繰 り返 しが続 いて い る。 下 の
例 は,ロ ー ル プ レィ の一 部 で ある が,置 き忘 れ た か ぱん を 「見 つ け られ る
か 」 と言 う意 図 で 「見 ま した か 」 を代 用 した が,駅 員 に は理 解 で きず ・ 「分
か らな い」 と拒 絶 を受 け て い る。
ComS使 用 の失 敗 例 の 多 くは,初 め の例 の よ うに,話 が か み合 わ な い ま
ま同 じ よ うな発話 が続 き,会 話 の流 れ が ぎ く し ゃ くして し ま う と い う も り
だ った 。 しか し,こ の よ うにComSを 使 用 して,そ の 目的 が初 め は う ま く
機 能 しな か った 場 合 も,他 の ス トラ テ ジ ー に切 り替 え て使 用 す る こ と に よ
り成 功 して い る例 も見 受 け られ た 。ComSの 臨機 応変 な使 用,柔 軟 な使 用
が,よ り有 効 性 を上 げ る と言 え る。
7-1.発 話中のス トラテジー不使用による沈黙の状況
会話中の沈黙については,会 話 を続 けるのに何 らかの困難 に遭遇したに
もかかわらず,ComSを 使用 しなかったために生じたと思われる沈黙,ま
たは,会 話の流れの中で相手の発話が理解できないなどの理由で生じた不
自然な沈黙を取 り上げた。ここでは5秒 以上 の沈黙を,沈 黙として数 えて
いる。会話の流れを妨げる不自然な沈黙のみを取 り上げ・ロールプレィの














沈黙の回数は,非 常に個入差があり,女 性のCa,Chは 数回程度の沈黙
しかなかったが,男 性 のH,S虹 は沈黙の回数 が非常 に多く,特 に総沈黙
回数の半分はHに よるものであった。また,沈 黙の回数は回を追 うごと
に減 っているわけでもなく,学 習 が進んだか ら沈黙の回数が減少するとは
言 えないことになる。
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7-2・ コ ミ ュニ ヶ 一 シ ョ ンgス トラ テ ジー の有 効 性
Co皿Sが,発 話 の 中 で どれ だ け有 効 な機 能 を 果 た して いる か を 考 え る
た め に,ヰ 人 の各 回 のComSの 使 用 回数 と沈 黙 回 数 の 関係 をグ ラ フ に ま
とめ る と,あ る幅 を持 った負 の相 関 関 係 を示 して い る と分 か る(グ ラ フ1)、
前 記 のComSの 成 功 率 解高 い こ と も会 わ せ て考 え る と,Co皿Sを 使 用 す
る こ と に よ り会 話 中 の不 自然 な沈 黙 を避 け,ス ム ーズ な会 話 の流 れ を保 っ
て い る こ と,つ ま り,ComSの 有 効 性 を明確 に物 語 っ て い る と言 え る。
ま た,各 学 習 者 別 の総ComS使 用 数 と総 沈 黙 回 数 の相 関 関係 をグ ラ フ















ス トラ テ ジー 使 用
グ ラブ1=1-4回 の全 学 習 者 のComS















目グ ラフ2=各 学習者 の総ComS
使用 回数 と沈黙回数
少 使 用 ・多沈 黙 型 」 のH,Shと い う二 つ の タイ プ に は っ き り分 け られ る
こ とが分 か る。 こ の タイ プ の違 いが,全 くの個 人 差 な の か,男 女 差 な の か
は,対 象例 が少 な いた め判 断 が付 か な い が,学 習 者 の 中 に は,少 な く とも
ComS使 用 に関 して 積 極 的 な タィ プ と消 極 的 な タイ プ が あ り,そ れ に よ
っ て,少 な くと も対 話 のス ム ー ズ さ に明 らか な違 い が生 まれ て いる こ とが
分 か った 。
8.結 論目
以上 の結 果 か ら,ComS使 用 にっ いて,次 の よ う な結 果 が得 られ た 。
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1.Comミ は,会 話 能 力 の欠 如 を補 い 円滑 な会 話 を保 つ た め に非 常 に有 効
な もの で あ る。
2・ 学 習 者 はComS使 用 の教育 を受 け て い な い に も か か わ らず,.高 い
(92%)成 功 率 で使 用 して お り・不 成功 の揚 合 も柔 軟 なComSの 使 用
種 類 変 更 で,成 功 に導 い て い る。
3・ComS使 用 とComS不 使 用 に よ る沈 黙 に は あ る程 度 の負 の相 関 関係
が あ り,'ComS使 用 頻 度 の低 い学 習 者 は,困 難 に遭 遇 した と き沈 黙 と
い う形 で現 れ る傾 向 が あ る。
4。 学習 者 は,ComS.使 用 に関 して,ComS多 用 ・少沈 黙 型 とComS少
使用 ・多 沈 黙 型 の2っ の タイプ に分 け る こ とが で き,女 性 学 生 と男 性
学生 で分 か れ た。 し か し,一 般 的 傾 向 か ど うか は断 定 で き な い。
5・ComS使 用 は,学 習 が進 む に連 れ て減 少 す る とは言 えず,発 話 の た'め
の語 レベ ル のComSは 回 を追 うご とに増 加 して い っ た 。 理 解 のた め
のCOmSgみ 減 少傾 向 に あ った 。ComSの 種 類 に よ う て,学 習 初 期
に多 用 され る も の(理 解 の た めのComS)と 学 習 ぶ進 ん で か ら使 用 さ
れ や す い も の(代 用 ・言 い替 え ・文 レベ ル のComS)が あ る。
6.ComS使 用 で,個 人 差 の 大 きか.った も の は,語 レベ ル の母 語 憧 用 ・言
い替 え ・直接/間 接 的 ア ピール と文 レベ ル の再 構 成,理 解 の た め の直
接 的 ア ピー ル で あ った 。 再 構成 を除 い て,こ れ らのCQmS使 用 が多
い学 習者 は,沈 黙 回 数 が少 な く,こ れ らのComS使 用 が少 な か った
学 習 者 は沈 黙 が多 か った 。
7・ 文 レベ ル の文 法 代 用 を多 用 した 学 習 者 に は・ 代 用 がパ ター ン化 した 誤
用 と な っ て い る と見 られ る もの が あ9,代 用 の多 用 は,誤 用 の固 定 化
を進 め る危 険 性 が あ る と,思わ れ る。
以 上 の こ と か ら,ComSの 重 要性 ・有 効 性 と共 に,多 用 の危 険性 も認 め
られ,適 切 なComS教 育 の必 要性 を感 じ て い る。 また,CQmS使 用 に 関
す る2つ のパ ター ン につ い て も,言 語 教 育 の面 か ら見 る と,ComS多 用 型
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の学 習 者 の言 語 能 力 が高 く,多 沈 黙型 の学 習 者 の言 語 能 力 が低 い とは言 え
ず,あ るパ タ ー ン に収 ま っ て しま う こ と に危 険 性 が あ る よ う に思 え る。 こ
う した 問題 を踏 ま え・ 今 後 は,文 法 能 力 な ど,他 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能
力 とComS使 用 との 関係 に つ い て も研 究 を進 め て い き た い と思 っ て い る。
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